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はじめに

　硬膜脳髄反射は１９８２年吉田勧持先生により発見された。現在、髄膜の働きとして脳および脊髄といっ

た中枢神経の保護、脳脊髄液及び血液循環の保全など多様にあげられているが、髄膜反射による頭蓋内にお

ける脳偏移を記述してある研究は構医講義録以外見当たらない。

　頭頚部における硬膜との関連および三叉神経、顎口腔系についてスクリーニング検査との整合性を検証し

た。

解剖学的側面

　硬膜（髄膜）の文献的検索より、脊髄硬膜内における神経線維は後根神経節末梢より分岐した硬膜枝より

の知覚枝であり、自律神経線維であることが報告されている。１）また、最近ではくも膜下出血や髄膜炎など

の器質的な疾患を伴う頭痛では出血や種々の炎症メディエーターによる髄膜の感覚神経終末の直接刺激や頭

蓋内圧の亢進によって頭痛が起きると考えられている。２）

　著書「歩行と脳」によると脳と髄液の関係上、脳は髄液の中に浮いたり沈んだりしており、浮上する中で

流れができ（対流）頭蓋骨の中で両側に分かれて皮質・髄質が反転し内側と外側が逆転したとされる。３）こ

れは、脳と脊髄の構造上、灰白質（神経細胞）と白質（神経線維）の部分が逆転していることからも確認でき、

こうした事実関係を踏まえ、硬膜を見てみると頭蓋頸椎移行部で脊髄硬膜から脳硬膜に移行し、頭蓋では外

膜と内膜の２層に分かれている。（図１，２，３）
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　外膜は頭蓋内に沿って反転し、頭蓋骨内面を覆う骨膜と混合している。この混合骨膜は頭蓋底の血管、神

経の出入り口である種々の裂孔、頭蓋縫合線に沿った部位で頭蓋骨外板を覆う骨膜と連続しているとされる。

　また、特異な働きをするものとして静脈洞、大脳鎌、小脳テント、小脳鎌があり、脳の移動を抑えるとと

もに静脈還流及び髄液の循環などに関連している。（図４）これらは内膜によって形成されている。４）

　脊髄硬膜は脳硬膜（内膜）の延長であり、大後頭孔（骨に付着）、第２、３頸椎の高さで後縦靭帯に付着し、

終糸として尾骨後面に付着し、脊髄が硬部脊柱管のなかで不整な衝動的動きをしないように終糸により固定

されている。

　また、歯状靭帯も大後頭孔部から付着し、クモ膜下腔とクモ膜を貫いて軟膜と硬膜を結び、脊髄を硬膜の

中で動的安定性を保ちつつ支えており、胸椎まで存在している。

　とくに、頭頸移行部においては扇状になっており、内部の動脈及び静脈、神経系などの保全に関連してい

ると推測され、蓋膜や環椎十字靭帯、後頭下筋群の構造からみても重要な部位といえる。

　こうしたことを踏まえると、硬膜（髄膜系）は脳および脳幹部、脊髄に至る全領域を保護・包蔵する膜で

あると同時に必要要素の連絡路が成されていると考えられる。（図５）

【演題 4】硬膜脳髄反射における検証と考察について

　特殊構造をなす頭蓋内硬膜図4

　脊髄と脊髄神経　（出典　人体の不思議展）図5
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くも膜及び軟膜について

　くも膜はくも膜顆粒を形成し、くも膜下腔の脳脊髄液が静脈血に吸収される場所である。

　また、硬膜と連絡しており、軟膜とはくも膜小柱（結合組織のつながり）を通じて連絡している。くも膜

下腔にはマクロファージの存在も認められ、血液脳関門が存在し、化学物質混入や炎症などの侵襲に対し中

枢神経を守る働きをしている。５）

　軟膜は２層に分けられ、くも膜小柱とつながるものと脳および脊髄の神経組織と癒着し、脳では脳室と連

絡し、脈絡叢（血管に富む）を形成し、脳脊髄液の産生をしている。

　脳脊髄液は、神経系の水分量緩衝、栄養素･老廃物･生理活性物質の運搬、脳圧制御、衝撃吸収などの作用

を発揮して脳保護に与るとされ、脳及び脊髄の生理的環境の保全に寄与している。６）

　こうした軟膜―くも膜―硬膜での解剖学的連携は力学的関係も示しており、硬膜（髄膜）の微妙な張度や

バランスが重要であることを示唆している。

三叉神経系について

　三叉神経は脳神経の中で最大の神経であり、知覚性の部分は三叉神経主知覚及び三叉神経脊髄路核からな

り、主に顔面の知覚を司り、半月神経節を形成し、眼神経、上顎神経、下顎神経に分枝する。

　運動性の部分は三叉神経運動核からおこり、咀嚼筋の運動を司る。

　頭蓋内組織では頭蓋底部は硬膜、硬膜動脈、主要な太い大脳血管、静脈洞及び流入静脈に疼痛感受性があ

るとされており、頭蓋外では頭蓋骨周囲の皮膚、粘膜、筋肉（膜）血管などである。２）

　頭蓋内・外の疼痛感受性部位からの侵害受容刺激は主に三叉神経第一枝から脳幹の脳神経核に伝えられ、

その後視床に伝えられる。２）

　また、三叉神経系は大脳基底核や結合腕傍核、小脳、前庭核、脳幹網様体、上丘、上位頚髄と連絡しており、

三叉神経核複合体の機能は生物学的にみて、頭部顔面の感覚の中継や咀嚼機能だけでなく、姿勢制御を含む

運動機能や自律神経機能を調整している可能性が示唆されるとの報告もある。７）

類似現象において

　ビーカーの水の量と音の違い（図６）

　　　　　　　　　　　１．水が入っていない　　　　　　２．水が入っている

　水が入っていない方を叩打すると素性体そのものの波長の長い音が聞こえ、入っている方を叩くと波長が

短く素性体の修飾された音が聞こえ、予空の大きさにより音響変化があることは物理現象として知られてい

る。実際に、頭蓋と硬膜の間に隙間が空いていると比較的低い音が聞こえることが観察できる。

　ビーカーの水の量と音の違い図6
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検証について

　頭痛及び頚部に症状がある方に頭蓋叩打テスト（図7）及び顎・頚部スクリーニングテストを実施し状態

を確認した後、レントゲンにて整合性を吉田所長に確認してもらった。（図９）

男性3名女性13名　　年齢構成30歳～７４歳

・検査をする上での留意点

　患者さんの臨床症状や状態を把握するための検査であり、評価（実験）のための検査になることがないよ

う心に留め、実施した。

結果及び考察

　１６名のうち3名は事情によりレントゲン撮影ができなかった。

・整合性のとれたもの

　臨床症状が認められ、その状態に合わせた検査を行った結果、12名が臨床像との整合性が確認された。

　また、頭痛を訴える部位と頭蓋音（素性体の音）との間に相関性が認められ、頸椎状況及び顎の過滑走側

（クリック側）の状態と合致していた。

　なお、デュアルサイクローターにて処置後は臨床症状の消退・軽減とともに叩打音の均衡化が確認でき、

脳偏移が検知できた例もあった。（１０例）

・不明瞭だったもの３名、混合症状で両側兆候の存在者が１名であった。

　多くの歯科補綴物による修飾があった場合や最近の交通事故にて以前と状況が変化していたものがみられ

たものの、検査や症状聴取にあたり無理に誘導してしまったと思われる。

　また、叩打する位置や角度、強さが異なっている場合は不正確となるため、叩打技術やレバアームテスト

などの各種テストに関しては習熟する必要があることが判った。（図８）

�

　頭蓋叩打テスト（叩打部位は投射領域に沿って行った）図7
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図8

　実際のレントゲンの写真（次頁に続く）図9
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【演題 4】硬膜脳髄反射における検証と考察について

　実際のレントゲンの写真図9
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まとめ

・臨床症状の有無については各個人の閾値の範囲により変化する

・�今回整合性がとれたものに関しては硬膜脳髄反射の存在が強く表現されており、臨床症状との整合性が認

められる傾向が極めて強かった。

・�一般的にＭＲＩやＣＴといったものでも脳および脊髄の微妙な隙間の状態を把握することは難しいとされ

るが８）、打診法という古来から存在する基本的な診察手法で内部の状態を確認できることが示唆された。

また、低侵襲かつ安全性の高い検索手法であることが確認された。

最後に

　吉田所長より、「偉大なる脳神経外科医であるロベルト・ワーテンベルグ先生の主張に沿えば『医師は基

本診察法と洞察に習熟し、できる限り患者の実態を把握すべく努めよ』との金言がまさに真実をあぶり出す

ものとして認識される結果となる。」との言葉をもらい、日々の臨床においてこの言葉を心に刻み、精進し

ていこうと思う。

　このような発表の機会を与えてくださり、平素より、様々な事柄についてご教授してくださる吉田勧持先

生に深く感謝し、協力してくださった住岡輝明先生、東良彦先生、構造医学研究財団の方々に感謝申し上げ

ます。
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